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パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
の
マ
フ
ム
ー
ド
・
ア
ッ
バ
ス
議
長
は
九
月

二
三
日
、国
連
に
独
立
国
家
と
し
て
の
加
盟
を
申
請
し
た
。
バ
ラ
ク
・

オ
バ
マ
米
大
統
領
と
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
首
相
の
反
対
を
押

し
切
っ
て
の
決
断
だ
。
米
国
は
一
九
九
三
年
の
パ
レ
ス
チ
ナ
暫
定
自

治
宣
言
（
オ
ス
ロ
合
意
）
以
来
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
和

平
交
渉
を
仲
介
し
て
き
た
。
今
回
の
加
盟
申
請
は
、
米
仲
介
の
和
平

プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
独
立
＝
占
領
終
結
の
見
通
し
に
い
っ

た
ん
見
切
り
を
付
け
た
と
も
見
え
る
動
き
で
あ
る
。

中
東
で
の
米
の
影
響
力
減
退
を
象
徴

　

国
連
に
国
家
と
し
て
加
盟
す
る
に
は
、
ま
ず
安
全
保
障
理
事
会
が

総
会
へ
の
勧
告
を
承
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
オ
バ
マ
大
統
領
は
、
紛

争
解
決
は
あ
く
ま
で
当
事
者
間
の
交
渉
で
（
つ
ま
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル

が
合
意
で
き
る
条
件
下
で
）
達
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
く

ぎ
を
刺
し
、
安
保
理
の
採
決
で
加
盟
が
承
認
さ
れ
る
場
合
、
拒
否
権

を
行
使
す
る
と
明
言
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
パ
レ
ス
チ
ナ
が
南

ス
ー
ダ
ン
に
続
く
一
九
四
番
目
の
国
連
加
盟
国
に
な
る
可
能
性
は
当

初
か
ら
ゼ
ロ
で
あ
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ッ
バ
ス
議
長
は
米
大
統
領
か
ら
の
再
三
の

働
き
か
け
を
は
ね
の
け
、「
パ
レ
ス
チ
ナ
の
春
」を
う
た
い
文
句
に「
紛

共
同
通
信
社
岡
山
支
局
長

船
津
靖

ふ
な
つ
　
や
す
し

一
九
五
六
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
文
学
部
社

会
学
科
卒
業
、共
同
通
信
社
入
社
。
モ
ス
ク
ワ・

エ
ル
サ
レ
ム
・
ロ
ン
ド
ン
各
特
派
員
、
外
信
部

中
東
部
会
長
、
編
集
委
員
、
編
集
局
整
理
部

長
な
ど
を
経
て
現
職
。
著
書
に
『
パ
レ
ス
チ

ナ—

聖
地
の
紛
争
』
が
あ
る
。

パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
連
加
盟
申
請

「
紛
争
の
国
際
化
」に

活
路
求
め
る
自
治
政
府

和
平
派
の
ア
ッ
バ
ス
・
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
議
長
は
、
打
つ
手
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
。

身
動
き
の
取
れ
な
い
米
国
、
強
硬
な
イ
ス
ラ
エ
ル
、
埋
ま
ら
な
い
ハ
マ
ス
と
の
溝
―
―
。

独
立
に
つ
な
が
ら
な
い
の
は
承
知
の
上
で
、
民
衆
の
支
持
と
国
際
世
論
を
て
こ
に
、

米
・
イ
ス
ラ
エ
ル
主
導
の
「
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
」
を
少
し
で
も
変
え
よ
う
と
懸
命
だ
。 
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争
の
国
際
化
」「
栄
光
あ
る
敗
北
」
の
道
を
選
ん
だ
。
決
断
の
背
景

に
は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
政
変
で
始
ま
っ
た
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
に
よ
り

中
東
が
そ
の
相
貌
を
大
き
く
変
え
る
な
か
、
反
米
・
反
イ
ス
ラ
エ

ル
感
情
が
渦
巻
く
ア
ラ
ブ
民
衆
に
支
持
さ
れ
る
政
治
行
動
を
取
ら

な
い
と
、
自
分
の
自
治
政
府
も
、
も
う
も
た
な
い
か
も
し
れ
な
い

と
の
思
い
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

ア
ッ
バ
ス
議
長
は
、
少
し
前
ま
で
中
東
に
圧
倒
的
な
影
響
力
を

及
ぼ
し
て
き
た
超
大
国
の
要
請
で
も
、
い
ま
そ
れ
を
聞
き
入
れ
る

こ
と
に
自
ら
を
益
す
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
と
判
断
し
た
わ
け
だ
。

今
回
の
申
請
に
は
、
占
領
地
で
国
際
法
違
反
の
ユ
ダ
ヤ
人
入
植
地

拡
大
を
続
け
る
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
右
派
政
権
か
ら
譲
歩
を
引
き
出
せ
ず
、

弱
い
立
場
の
パ
レ
ス
チ
ナ
か
ら
も
背
を
向
け
ら
れ
た
米
国
の
、
中

東
に
お
け
る
著
し
い
影
響
力
減
退
と
孤
立
が
透
け
て
見
え
る
。

選
挙
ま
で
動
け
な
い
オ
バ
マ
大
統
領

　

ア
ッ
バ
ス
議
長
は
加
盟
の
国
際
法
的

根
拠
に
、
国
連
総
会
が
一
九
四
七
年
に
採

択
し
た
パ
レ
ス
チ
ナ
分
割
決
議
を
挙
げ

た
。
第
一
次
大
戦
後
、
国
際
連
盟
が
英
委

任
統
治
領
と
し
た
旧
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
パ

レ
ス
チ
ナ
で
ア
ラ
ブ
人
国
家
と
ユ
ダ
ヤ
人

国
家
を
独
立
さ
せ
、
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
な

ど
を
国
際
管
理
下
に
置
く
と
し
た
決
議
で

あ
る
。
シ
オ
ニ
ス
ト
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
決
議

に
基
づ
き
翌
年
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
を
宣
言

し
、
第
一
次
中
東
戦
争
が
勃
発
し
た
。
ア

ラ
ブ
諸
国
が
敗
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
四
九

年
、
国
連
に
加
盟
し
た
。

2011年9月23日、国連総会で加盟申請書のコピーをかざして演説するアッ
バス議長（AP／アフロ）
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パ
レ
ス
チ
ナ
の
ア
ラ
ブ
人
は
一
九
六
七
年
の
第
三
次
中
東
戦
争

で
、
東
エ
ル
サ
レ
ム
を
含
む
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
と
ガ
ザ
地
区
を
イ
ス

ラ
エ
ル
に
占
領
さ
れ
た
。
ア
ラ
フ
ァ
ト
議
長
の
与
党
フ
ァ
タ
ハ
が
主

導
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構
（
Ｐ
Ｌ
Ｏ
）
は
七
四
年
、国
連
に
「
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
組
織
」
資
格
で
加
盟
を
果
た
し
、
八
八
年
に
は
象
徴
的

な
独
立
宣
言
を
行
っ
た
。
オ
ス
ロ
合
意
で
六
七
年
の
戦
争
以
前
の
イ

ス
ラ
エ
ル
領
を
承
認
し
「
西
岸
と
ガ
ザ
を
領
土
と
し
、
東
エ
ル
サ
レ

ム
を
首
都
と
す
る
独
立
国
家
樹
立
」を
悲
願
に
和
平
交
渉
に
臨
ん
だ
。

オ
ス
ロ
合
意
を
決
断
し
た
ラ
ビ
ン
・
イ
ス
ラ
エ
ル
首
相
が
ユ
ダ
ヤ
教

過
激
派
に
暗
殺
さ
れ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
側
で
も
、
和
平
に
反
対
し
て
世

俗
的
な
フ
ァ
タ
ハ
と
権
力
闘
争
す
る
イ
ス
ラ
ム
主
義
組
織
ハ
マ
ス
が

自
爆
テ
ロ
攻
撃
を
繰
り
返
し
、
交
渉
は
難
航
し
た
。

　

暫
定
自
治
期
間
が
切
れ
る
一
九
九
九
年
、
し
び
れ
を
切
ら
し
た
ア

ラ
フ
ァ
ト
は
独
立
宣
言
を
ち
ら
つ
か
せ
た
が
、
二
期
目
で
選
挙
の
心

配
の
な
い
ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
は
、
聖
地
の
紛
争
解
決
に
強
い
意

欲
を
示
し
て
矛
を
収
め
さ
せ
、
和
平
派
バ
ラ
ク
・
イ
ス
ラ
エ
ル
首
相

と
の
交
渉
仲
介
を
任
期
切
れ
直
前
ま
で
続
け
た
。
し
か
し
パ
レ
ス
チ

ナ
難
民
の
帰
還
権
と
東
エ
ル
サ
レ
ム
「
聖
域
」
の
管
轄
権
で
対
立
を

埋
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ア
ラ
フ
ァ
ト
は
後
継
の
シ
ャ
ロ
ン
右
派
政
権

と
ブ
ッ
シ
ュ
（
子
）
政
権
に
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
と
敵
視
さ
れ
て
軍
事

的
に
も
追
い
詰
め
ら
れ
、
二
〇
〇
四
年
に
病
死
し
た
。

　

後
を
継
い
だ
の
が
オ
ス
ロ
秘
密
交
渉
で
実
務
を
取
り
仕
切
っ
た

ア
ッ
バ
ス
議
長
だ
。
二
〇
〇
五
年
の
自
治
政
府
議
長
選
で
は
民
衆
の

圧
倒
的
な
信
認
を
得
た
。
テ
ロ
を
明
確
に
否
定
し
和
平
交
渉
に
賭
け

る
姿
勢
は
、
米
国
を
含
む
国
際
社
会
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
。
そ
の

一
方
、
〇
六
年
の
パ
レ
ス
チ
ナ
評
議
会
選
挙
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
破

壊
を
掲
げ
武
闘
路
線
を
続
け
る
ハ
マ
ス
に
ま
さ
か
の
敗
北
を
喫
し
、

〇
七
年
に
は
ガ
ザ
を
武
力
で
制
圧
さ
れ
、
い
ま
に
至
る
ガ
ザ
と
西
岸

自
治
区
の
政
治
的
分
裂
を
許
し
て
し
ま
っ
た
。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
人
に
と
っ
て
暗
く
長
か
っ
た
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
八
年

が
終
わ
り
、
オ
バ
マ
政
権
が
誕
生
し
た
二
〇
〇
九
年
初
め
、
ア
ッ
バ

ス
議
長
は
新
大
統
領
に
期
待
を
抱
い
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
イ
ス
ラ

エ
ル
で
は
三
月
末
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
の
政
権
が
誕
生
し
た
。
同
首

相
は
暗
殺
さ
れ
た
ラ
ビ
ン
の
後
継
ペ
レ
ス
首
相
を
一
九
九
六
年
の
選

挙
で
破
り
、
三
年
後
バ
ラ
ク
に
政
権
を
奪
わ
れ
る
ま
で
オ
ス
ロ
合
意

の
空
文
化
に
力
を
注
い
だ
強
硬
派
だ
。
オ
バ
マ
大
統
領
は
二
〇
〇
九

年
六
月
の
カ
イ
ロ
演
説
で
入
植
地
の
拡
大
中
止
や
パ
レ
ス
チ
ナ
独
立

支
持
を
訴
え
た
が
、
極
右
政
党
と
連
立
を
組
ん
だ
首
相
は
要
求
を
か

わ
し
続
け
た
。
昨
年
九
月
は
じ
め
ク
リ
ン
ト
ン
米
国
務
長
官
の
仲
介

で
ア
ッ
バ
ス
議
長
と
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
の
直
接
和
平
交
渉
が
始
ま
っ

た
。
首
相
は
議
長
が
交
渉
の
条
件
と
す
る
「
入
植
地
拡
大
凍
結
」
の

延
長
を
拒
否
し
、
交
渉
は
一
ヵ
月
あ
ま
り
で
中
断
し
た
。
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入
植
地
の
拡
大
凍
結
は
ア
ッ
バ
ス
議
長
に
と
っ
て
譲
れ
ぬ
一
線

だ
。
自
治
政
府
は
西
岸
の
都
市
部
で
治
安
・
行
政
権
限
を
も
つ
に
す

ぎ
な
い
。
行
政
権
だ
け
の
「
半
自
治
区
」
を
含
め
て
も
西
岸
の
四
割

し
か
統
治
し
て
い
な
い
。
残
る
六
割
は
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
管
理
区
や
入

植
地
な
ど
で
、
西
岸
や
東
エ
ル
サ
レ
ム
で
は
ユ
ダ
ヤ
人
人
口
が
急
増

し
、
占
領
の
既
成
事
実
化
が
と
め
ど
な
く
進
行
し
て
い
る
。

　

直
接
交
渉
の
中
断
後
、
自
治
政
府
は
国
連
加
盟
申
請
の
可
能
性
を

口
に
し
始
め
た
。
当
初
は
加
盟
申
請
へ
の
動
き
で
揺
さ
ぶ
り
、
入
植

地
拡
大
凍
結
、
直
接
交
渉
再
開
と
い
う
道
筋
も
思
い
描
い
て
い
た
よ

う
だ
。
だ
が
再
選
を
目
指
す
米
大
統
領
は
、
選
挙
に
強
い
影
響
力
を

も
つ
在
米
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ロ
ビ
ー
を
重
視
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の
経
済
悪
化
が
長
引
き
再
選
に
黄
信
号
が
点
る

に
至
り
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
指
導
力
は
低
下
、
米
国
育
ち
で
ロ
ビ
ー

と
親
密
な
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
に
足
元
を
見
ら
れ
た
。
オ
バ
マ
政
権
は

今
年
二
月
、
安
保
理
で
一
四
ヵ
国
が
賛
成
し
た
入
植
停
止
決
議
案
に

つ
い
に
拒
否
権
を
行
使
し
た
。
ア
ッ
バ
ス
議
長
が
、
少
な
く
と
も
来

年
の
米
大
統
領
選
ま
で
米
国
の
強
い
仲
介
は
期
待
で
き
な
い
と
見

限
っ
た
の
は
無
理
も
な
い
。

依
然
と
し
て
困
難
な
ハ
マ
ス
と
の
共
同
歩
調

　
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
平
和
条
約
を
順
守
し
て

き
た
エ
ジ
プ
ト
の
ム
バ
ラ
ク
政
権
を
崩
壊
さ
せ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
安

全
保
障
政
策
の
前
提
だ
っ
た
シ
リ
ア
の
ア
サ
ド
独
裁
政
権
は
弾
圧
と

流
血
の
中
で
動
揺
し
て
い
る
。
中
東
の
政
治
潮
流
は
「
独
裁
者
か
ら

民
衆
へ
」だ
。
欧
米
か
ら
評
価
の
高
い
穏
健
派
の
ア
ッ
バ
ス
議
長
は
、

米
国
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
手
先
」「
傀
儡
」
と
い
っ
た
批
判
も
浴
び

や
す
い
。
ハ
マ
ス
と
の
分
裂
で
選
挙
も
延
期
し
て
い
る
。

　

今
年
一
月
、
中
東
の
衛
星
テ
レ
ビ
局
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
は
、
自
治

政
府
が
二
〇
〇
八
年
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
オ
ル
メ
ル
ト
政
権
と
の
極
秘

交
渉
で
難
民
帰
還
権
や
東
エ
ル
サ
レ
ム
分
割
に
つ
い
て
大
幅
な
譲
歩

を
し
た
と
「
内
部
文
書
」
を
公
開
し
て
「
弱
腰
」
を
責
め
た
て
た
。

こ
の
時
期
、
オ
ル
メ
ル
ト
首
相
も
和
平
達
成
に
意
欲
を
も
ち
、
ラ
イ

ス
米
国
務
長
官
も
驚
く
譲
歩
案
を
最
終
的
に
示
し
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
報
じ
ら
れ
た
自
治
政
府
側
の
譲
歩
は
、
ク
リ
ン
ト

ン
が
仲
介
し
た
交
渉
の
延
長
上
に
あ
り
、
交
渉
に
よ
る
和
平
を
目
指

す
な
ら
触
れ
ざ
る
を
え
な
い
内
容
と
言
え
る
が
、
複
雑
で
デ
リ
ケ
ー

ト
な
交
渉
の
詳
細
に
つ
い
て
人
々
の
理
解
と
支
持
を
得
る
の
は
簡
単

で
は
な
く
、
自
治
政
府
は
不
評
を
買
っ
た
。

　

以
上
の
い
く
つ
か
の
要
因
か
ら
、
ア
ッ
バ
ス
議
長
は
、
民
衆
に
支

持
さ
れ
求
心
力
を
高
め
る
政
策
を
打
ち
出
す
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
国

連
加
盟
申
請
は
西
岸
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
を
歓
喜
さ
せ
、
周
辺
ア
ラ
ブ

諸
国
は
じ
め
国
際
社
会
の
多
く
が
支
持
し
て
い
る
。
自
治
政
府
の
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フ
ァ
イ
ヤ
ド
首
相
が
二
〇
〇
九
年
以
来
「
占
領
下
で
の
国
家
建
設
」

に
取
り
組
み
、
経
済
改
革
や
法
律
・
行
政
機
構
の
整
備
を
着
実
に
進

め
、
国
際
機
関
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
も
追
い
風
に
な
っ
て
い

る
。

　

ハ
マ
ス
は
、
現
イ
ス
ラ
エ
ル
領
を
承
認
し
領
土
を
西
岸
と
ガ
ザ
に

限
る
加
盟
申
請
を
批
判
し
て
い
る
。今
年
五
月
エ
ジ
プ
ト
の
仲
介
で
、

議
長
の
与
党
フ
ァ
タ
ハ
と
和
解
し
た
が
、
治
安
機
関
の
権
限
な
ど
で

対
立
し
具
体
的
進
展
は
な
い
。加
盟
申
請
後
、最
初
の
大
き
な
ニ
ュ
ー

ス
は
、
一
〇
月
中
旬
、
敵
対
し
合
う
は
ず
の
ハ
マ
ス
と
ネ
タ
ニ
ヤ
フ

政
権
が
捕
虜
交
換
に
合
意
し
、
実
施
に
移
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。

　

二
〇
〇
六
年
に
ハ
マ
ス
な
ど
の
武
装
組
織
が
拉
致
し
た
イ
ス
ラ
エ

ル
兵
一
人
と
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
政
治
犯
ら
一
〇
二
七
人
の
、
極
端
に

不
釣
り
合
い
な
交
換
合
意
は
、
ガ
ザ
の
経
済
苦
境
で
支
持
率
が
下
が

り
、
最
高
指
導
者
ハ
ー
レ
ド
・
マ
シ
ャ
ル
氏
が
拠
点
を
置
く
シ
リ
ア

の
将
来
も
不
透
明
な
ハ
マ
ス
に
と
っ
て
近
年
に
な
い
朗
報
だ
。
イ
ス

ラ
エ
ル
を
譲
歩
さ
せ
る
に
は
武
力
が
不
可
欠
と
の
主
張
が
説
得
力
を

も
ち
、
ア
ッ
バ
ス
議
長
の
権
威
を
弱
め
た
。
西
岸
の
フ
ァ
タ
ハ
と
ガ

ザ
の
ハ
マ
ス
が
対
立
し
て
い
る
限
り
、
ア
ッ
バ
ス
議
長
は
現
実
性
の

あ
る
和
平
の
条
件
を
提
示
で
き
ず
、
西
岸
の
六
割
併
合
を
目
論
む
ネ

タ
ニ
ヤ
フ
政
権
に
と
っ
て
脅
威
に
は
な
ら
な
い
。divide and rule

（
分
割
統
治
）
の
原
則
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。 

ユ
ネ
ス
コ
加
盟
成
功
、
仏
は
独
自
外
交

　

オ
バ
マ
政
権
は
、
安
保
理
で
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
加
盟
へ
の
賛
成
が

総
会
勧
告
に
必
要
な
九
ヵ
国
に
達
し
な
い
よ
う
外
交
攻
勢
を
か
け
、

一
一
月
初
旬
の
段
階
で
、
自
治
政
府
が
期
待
し
た
フ
ラ
ン
ス
や
ボ
ス

ニ
ア
も
棄
権
に
回
る
と
み
ら
れ
て
お
り
、
拒
否
権
行
使
を
回
避
で
き

る
見
通
し
だ
。
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
は
九
月
の
国
連
総
会

で
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
資
格
を
現
在
の
「
組
織
」
か
ら

「
国
家
」
に
格
上
げ
し
、バ
チ
カ
ン
の
よ
う
に
国
家
と
し
て
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
す
る
妥
協
案
を
出
し
た
。
総
会
に
は
拒
否
権
が
な
く
、
投

票
国
三
分
の
二
の
賛
成
で
承
認
が
得
ら
れ
る
。

　

一
〇
月
三
一
日
に
パ
リ
で
開
か
れ
た
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関

（
ユ
ネ
ス
コ
）
総
会
で
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
資
格
だ
っ
た
パ
レ
ス
チ
ナ

の
正
式
加
盟
が
承
認
さ
れ
た
。
ア
ッ
バ
ス
議
長
に
と
っ
て
は
大
き
な

成
果
だ
。
採
決
に
臨
ん
だ
一
七
三
ヵ
国
中
、
賛
成
一
〇
七
、
反
対

一
四
、
棄
権
五
二
で
、
必
要
な
三
分
の
二
を
上
回
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス

が
賛
成
に
回
る
と
会
場
が
沸
い
た
。
日
本
や
英
国
は
棄
権
し
た
。

　

米
国
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
国
家
と
し
て
承
認
し
た
国
際
機
関
へ
の

拠
出
を
禁
じ
る
米
連
邦
法
に
基
づ
き
、
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
拠
出
停
止
を

表
明
し
た
。
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
政
権
も
同
様
の
措
置
を
と
っ
た
。
米
国
は

ユ
ネ
ス
コ
予
算
の
二
二
％
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
三
％
を
占
め
、
予
算
の
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四
分
の
一
が
削
減
さ
れ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
さ
ら
に
「
制
裁
」
と

称
し
て
東
エ
ル
サ
レ
ム
で
ユ
ダ
ヤ
人
住
宅
二
〇
〇
〇
戸
の
新
た
な

建
設
を
許
可
、
代
行
徴
収
し
た
関
税
の
自
治
政
府
へ
の
送
金
も
一

時
停
止
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
和
平
派
は
「
イ
ス
ラ
エ
ル
兵
を
拉

致
し
た
ハ
マ
ス
に
報
い
、
国
際
機
関
に
持
ち
込
ん
だ
自
治
政
府
を

制
裁
す
る
倒
錯
」
と
批
判
し
た
が
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
に
聞
く
耳

は
な
い
。
同
国
で
は
、首
相
が
軍
や
情
報
機
関
の
慎
重
論
を
押
さ
え
、

核
開
発
を
進
め
る
イ
ラ
ン
の
施
設
に
奇
襲
攻
撃
を
強
行
す
る
の
で

は
な
い
か
と
の
見
方
も
浮
上
、
議
論
が
続
い
て
い
る
状
況
だ
。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
は
今
後
、
世
界
知
的
所
有
権
機
関
（
Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）、

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）、
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）

な
ど
十
幾
つ
も
の
国
際
機
関
へ
の
加
盟
申
請
を
準
備
中
と
伝
え
ら

れ
る
。
加
盟
が
実
現
す
れ
ば
米
国
は
ま
た
同
じ
連
邦
法
の
規
定
で

拠
出
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
際
機
関
に
も
打
撃
だ
が
、

拠
出
停
止
を
続
け
る
と
投
票
権
喪
失
な
ど
加
盟
資
格
の
制
限
を
受

け
、
米
国
の
影
響
力
も
弱
ま
る
。
オ
バ
マ
政
権
は
法
改
正
を
検
討

し
て
い
る
も
の
の
、
ロ
ビ
ー
の
影
響
力
が
強
い
議
会
の
通
過
は
難

航
し
そ
う
だ
。「
ア
ラ
ブ
の
春
」
で
中
東
が
激
動
す
る
中
、
米
国

は
パ
レ
ス
チ
ナ
を
占
領
・
抑
圧
し
国
際
的
孤
立
を
深
め
る
イ
ス
ラ

エ
ル
を
支
持
し
続
け
る
こ
と
で
、
ア
ラ
ブ
世
界
は
じ
め
世
界
中
で

国
益
を
損
ね
る
事
態
に
陥
っ
て
い
る
。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争
を
交
渉
で
解
決
す
る
に
は
、
①
西
岸
の
ほ
と

ん
ど
と
ガ
ザ
地
区
を
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
の
領
域
と
す
る
、
②
い
く

つ
か
の
主
要
入
植
地
を
イ
ス
ラ
エ
ル
領
と
す
る
代
償
に
、
ガ
ザ
地

区
や
西
岸
と
隣
接
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
領
の
一
部
を
パ
レ
ス
チ
ナ
領

と
す
る
「
土
地
交
換
」
を
行
う
、
③
エ
ル
サ
レ
ム
の
ア
ラ
ブ
人
地

区
に
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
の
首
都
を
置
く
、
④
パ
レ
ス
チ
ナ
独
立
と

引
き
換
え
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
じ
め
ア
ラ
ブ
諸
国
が
イ
ス
ラ
エ

ル
と
国
交
を
開
く
意
思
を
表
明
す
る
、
こ
と
が
必
要
だ
。

　

加
え
て
、
最
大
の
難
関
は
、
⑤
エ
ル
サ
レ
ム
の
イ
ス
ラ
ム
教
「
聖

域
」
＝
ユ
ダ
ヤ
教
「
神
殿
の
丘
」
の
国
際
管
理
・
共
同
管
理
な
ど

で
合
意
す
る
、
⑥
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
問
題
を
、
一
部
難
民
の
イ
ス

ラ
エ
ル
領
帰
還
、
大
多
数
の
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
へ
の
移
住
と
欧
米

や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
第
三
国
へ
の
受
け
入
れ
や
ア
ラ
ブ
諸
国

は
じ
め
現
居
住
地
で
の
定
住
促
進
、
帰
還
権
放
棄
に
伴
う
補
償
措

置
な
ど
に
よ
っ
て
解
決
す
る
、
こ
と
で
あ
る
。

　

和
平
合
意
の
た
め
の
交
渉
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
（
基
本
指
針
）
は
、

す
で
に
か
な
り
詰
め
ら
れ
て
い
る
が
、
当
事
者
と
仲
介
す
る
米
国

は
じ
め
国
際
社
会
に
は
、
リ
ス
ク
を
伴
う
決
断
を
す
る
大
き
な
政

治
力
が
求
め
ら
れ
る
。
近
い
将
来
、
和
平
へ
の
強
い
意
志
と
政
治

力
を
も
つ
そ
う
し
た
指
導
者
が
そ
ろ
う
可
能
性
は
、
残
念
な
が
ら
、

小
さ
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
■


